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一人称 二人称 三人称 親族 人間 動物 無生物
  固有




























 第一回調査では、合計 5 件の記事（全 959 語）の中から目的語を 12 例得ることができた。
結果、[定＋, 人物]は 2 例中 2 つとも-ke が付与されており、その他 10 例（[定-, 人物]1 例、

















第二回調査ではベンガル語母語話者インフォーマント 2 名（男性・西ベンガル州・1990 年
生まれおよび男性・ダッカ・生年不詳、壮年）に対しての聞き取りを実施した。便宜上そ






 第二回調査で得られた結果を表 2 に整理し、それぞれの例文におけるインフォーマント 2
                                                        
2 ベンガル語は基本的には SOV 語順であるが、語順はある程度入れ替えることが可能である（奈良 1992）。




名の回答を、A を 2 点、B を 1 点、C を 0 点と換算し、その点数の高い順に並べた。なお
A/B というように二つの文字が回答にある場合、その平均（この場合 1.5）として計算する。
また、(19)のような OSV 語順になっている文に対しては、表中では#(19)のように記す。な
お A,B 群は二重目的語の文であり、本稿では直接目的語についてのみ調査した。 
表 2: 第二回調査における目的語の定性・有生性と許容度の一覧（敬称略） 
2 点 1.5 点 1 点 0.5 点 0 点 
A 群 
[定＋, 
X (1)-ʈi,  (2)-ʈi-ke (3)-ø 
Y (1)-ʈi (2)-ʈi-ke, 
B 群 
[定－, 
X (4)-ø (6)-ke (5)-ʈi-ke 
Y (4)-ø,  (6)-ke (5)-ʈi-ke 
C 群 
[定＋, 
X (9)-ke (7)-ø (8)-ʈi-ke 
Y (8)-ʈi-ke, (9)-ke (7)-ø 
D 群 
[定－, 
X (10)-ø (12)-ke (11)-ʈi-ke 
Y (10)-ø (11)-ʈi-ke, (12)-ke 
E 群 
[定＋, 
X (14)-ʈa-ke #(16)-ʈa-ke (13)-ʈa, #(15)-ʈa 
Y (24)-ʈa-ke, #(16)-ʈa-ke (13)-ʈa, #(15)-ʈa 
F 群 
[定－, 
X (17)-ø (18)-ke #(19)-ø, #(20)-ke 
Y (17)-ø, (18)-ke, #(19)-ø 
G 群 
[定＋, 
X (23)-ʈa-ke (22)-ʈa, (21)-ø 
Y (21)-ø, (22)-ʈa, 
H 群 
[定＋, 
X (26)-ʈa (27)-ʈa-ke (25)-ø, (28)-ke 










む B 群は[定＋, 人物]の文であるにもかかわらず、定辞-ʈi と目的語接辞-ke が両方用いられ









「私は彼女にその（定の）虎を見せた。」  X 氏      Y 氏  
(2) ami   ta-ke shei bagh-ʈi-ke  dekha-lam   A  B 




















表 3: 第三回調査における目的語の定性・有生性と許容度の一覧（敬称略） 
2 点 1.5 点 1 点 0.5 点 0 点 
I: [定＋, 人物（人
名）] 
X (30)-ke (29)- ø 
Y (30)-ke (29)- ø 
J: [定＋, 人物（代 X (32)-ke (31)- ø 
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名詞 ）] Y (32)-ke (31)- ø 
K: [定＋, 無生物
（具体名詞）] 
X (33)-ø, (34)-ke 
Y (33)-ø, (34)-ke 
L: [定＋, 無生物
（自然現象名詞）] 
X (35)-ʈa (36)-ʈa-ke 
Y (35)-ʈa (36)-ʈa-ke 
M: [定＋, 無生物
（抽象名詞）] 
X (37)-ø (38)-ke 
Y (37)-ø (38)-ke 
N: [定＋, 無生物
（組織名詞）] 
X (40)-ke (39)-ø 
Y (40)-ke (39)-ø 
O: [定－, 無生物
（具体名詞）] 
X (41)-ø (42)-ke 
Y (41)-ø (42)-ke 
P: [定－, 無生物
（自然現象名詞）] 
X (43)-ø (44)-ke 
Y (43)-ø (44)-ke 
Q: [定－, 無生物
（抽象名詞）] 
X (45)-ø (46)-ke 
Y (45)-ø (46)-ke 
R: [定－, 無生物
（組織名詞）] 
X (48)-ke (47)-ø 










とりわけ-ʈa-ke が-ʈa や-ø と比べてもより自然であるとした(23)と矛盾するように見える。今
回インフォーマント X 氏にこの理由を尋ねたところ、-ke がない場合「私たちの仲はこじれ
ない（悪化しない）」という意味に思われるとの答えを得た。ベンガル語では、動詞の命令
形活用語尾に-be/-ben がある 3が、これは未来・意志を表す二人称・三人称活用語尾と同形
である（-be は主語/命令対象に対しての敬意なし、-ben は同敬意あり）。また G 群で使った
動詞 bhang-a4は、「壊す」意の他動詞としても「壊れる」意の自動詞としても使うことがで
きる。そのため X 氏は、例えば(22)は下に示す(22’)のように解釈されるとして「許容不可能」





(22’) amader  bondhutto    bhang-be  na!  









 X 氏      Y 氏 
(24) amader bondhutto-ke    bhang-be       na!   B  A 
 our         friendship-OBJ    break-2.IMPL  NEG 
(28) cukti-ke         mon-e          rakh-ben       C  C 









(26’) *cukti-ʈa           mon-e         rakh-ben 
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